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   公共施設等公共施設等公共施設等公共施設等のののの課題課題課題課題をををを「「「「見見見見えるえるえるえる化化化化」「」「」「」「共有化共有化共有化共有化」」」」しししし、、、、    

                        行政経営資源行政経営資源行政経営資源行政経営資源のののの最適最適最適最適なななな活用活用活用活用をををを目指目指目指目指しますしますしますします。。。。    

 

 現在、市は、危機的な財源不足の状況に立ち至っております。歳入面では、東日本

大震災と原子力発電所事故に伴う先行き不透明な経済状況をはじめとして、急激な円

高、欧州の政府債務危機、世界規模の自然災害等の影響により、市税収入が大幅に落

ち込む見込みです。歳出面では、不安定な社会情勢に伴って社会保障関連経費が急増

し、最重要課題である「ごみ処理問題」の解決のために、多額の経費を要する見通し

です。また、早期に解決すべき「新庁舎の建設」や「駅周辺の整備とまちづくり」等

にも多くの財源が必要です。 

 このような状況の中で、第４次基本構想の目的である「市民のしあわせの増進」を

進め、将来像「みどりが萌える・子どもが育つ・きずなを結ぶ 小金井市」を実現す

るためには、限りある行政経営資源の最大限の活用と、「選択と集中」による最適な

配分が不可欠です。さらに、３．１１東日本大震災の経験を忘れず、「減災」の考え

方に立って、「希望」から「共生」を育み、「地域コミュニティの再生」を進めること

が重要です。 

 本市では、延床面積約 17.4 万㎡の公共施設等を保有しています。多種多様な施設

がある中で、最大限の活用と最適な資源配分を目指していくためには、全体的な課題、

用途別の実態、地域ごとの実態を整理して、課題の「見える化」を図り、「共有化」

していくことが必要です。このため、本白書では、多くのグラフや図を使って、課題

が一目で分かるように工夫しました。 

 安全・安心、減災、バリアフリー、福祉、環境、行政サービスの向上、地域コミュ

ニティといった観点、そして、それらを実現するコストと財源の観点から、行政経営

資源の最適な活用を図る「公共施設等のあり方」について、本白書を基礎資料として、

市民の皆様と一緒に議論してまいりたいと考えております。 

    平成２４年３月        小金井市長   
 

 

 このたび、市が保有する公共施設等を対象とした「小

金井市施設白書」を作成いたしました。 

 公共施設等の課題を解決していくための基礎資料と

するものです。 

『『『『小金井市小金井市小金井市小金井市施設白書施設白書施設白書施設白書』』』』のポイントのポイントのポイントのポイント     本市が保有する延床面積約 17.4 万㎡の公共施設等のうち、市民の皆様が利用するものを主な対象として、平成 22 年度決算をもとに、全体的課題、用途別及び地域別の実態の観点から、課題の「見える化」を図っています。  全体的課題については、今後の市の人口の変化等（第１章）と、施設の保全のためのコストの試算結果等（第２章）を把握しました。試算結果は 40 年間で 970.2 億円という膨大なものであり、総量の規制と行政サービスの維持向上の両立が課題となっています。  用途別の実態（第３章）については、市庁舎等、集会施設、保育園、小・中学校といった用途別に、建物状況、利用状況、運営状況、コスト状況等を把握しました。  地域ごとの実態（第４章）については、武蔵小金井地域、東小金井地域、野川地域について、概要及び特性、施設の配置状況、今後の課題を整理しました。お住まいの地域の状況が一目でご理解いただけるよう、地域実態マップで「見える化」を図っています。  最後に、保有資産の有効活用に向けた方向性について、整理しています（第５章）。 
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� 「％（パーセント）」表記は少数点第 2位を四捨五入しているため、合計値が「100％」にならない場合があります。 ※3 市職員等の人件費の算出にあたっては、原則として、「平均給与」から算出しています。 
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